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このまちで働き、遊び、暮らしをつくる。
ここで暮らすことを選ぶまちに。

昭和 54 年、旧本荘市石脇生まれの 42 歳。ただひた
すら好きなことを突き詰めて生きてきた。音楽に出会
い、鳥海山に出会い、自分の好きなことを貫いてき。
結婚し、子どもが生まれ、自分という幹に枝葉ができ、
まちのこと、人のこと、子どもの未来のことを考えた
とき、これから自分がすべきことが見えてきた。
妻と娘と妻の両親と 5人で西目に暮らす。

1979年 旧本荘市石脇生まれ
新山小、本荘北中、由利工業高校卒業
高校時代はアルバイトとダンスにあけくれる

1997年 音楽を学ぶため上京
2000年 音楽活動を継続しつつ帰郷

BU-RAI-HA、ブライスモーキー等の音楽ユ
ニットのプロデュース
HIPHOPアーティスト松本アンダーグラウンド
としてライブ＆CDリリース

2010年 鳥海山頂山小屋管理人になる
→ 今年も山頂で登山客を迎える
結婚し、西目へ
→ 2013年 娘が生まれる

鳥海高原矢島スキー場パトロールとして勤務

2011年 鳥海山頂美術館オープン
→ 館長として今年10回目の開催

2014年
2015年

鳥海山木育推進センター開設
羽後本荘駅前に、木工の小松金物店開店

2017年 株式会社鳥海トライブ設立
→ 代表取締役として現在5期目
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選挙に行こう

Let's go

to vote!

討議資料

「このまちが好き」が生み出す好循環
旅行者、移住者が増えるのはうれしい。
でも、一度まちを出た人が帰ってくるのもうれしいですよね。

そんな気持ちを大事にくみ取り、育て、このまちを選んだ
すべての人に敬意と感謝を。

・子育ては大好きな自分が育ったまちで
・老後はふるさとで
・ふるさとで起業・創業して貢献したい

そんな気持ちを大事にくみ取り、育て、このまちを選んだ
すべての人に敬意と感謝を。す ての人に敬意と感謝を。

旅
行
・
移
住
・
定
住
・
U
タ
ー
ン

様々な形で
まちの魅力を
発信

まちの魅力と
イメージの
伝播と循環

こどもも
おとなも
このまちが
好き



　約 3 年の東京生活から地元に戻り、すっかり由利本荘の虜になった私は、初めて自分のまちと向き合います。
2010 年「鳥海山頂美術館開館」が初めての社会貢献活動、何もない自分がまちの為にいったい何ができるのか？そ
んな想いを周りの仲間達に支えられ形にできた瞬間でした。
　「みんながまちを好きになればもっとまちは良くなる」。とても単純ですがこの考えは今でも私のまちづくり活動の
根源です。「こどもはみらい」をテーマに起業したのが2014年、そこで出会う方々はそれぞれにまちへの想いを抱き、
そしてただただ由利本荘市民として幸せに暮らしたいと願う同志でした。その一方で自分には何もできない、何をし
たらいいかわからない、でも何かしたいという沢山の葛藤を知り、辿り着いたのが市民と市政のプラットホームづく
りです。まずは年代問わずいつでもしっかりと繋がれること。みんなでつくる、みんなのまちを目指します。

誰にでもできるまちづくり
選挙はこんなにも楽しい！を発信しています。

1 こどもたちの未来

マツモトマナブ☆サポーターズ

マツモトマナブマツモトマナブ

〒018-0604 由利本荘市西目町沼田字新道下 512-8
　 070-8530-1036　FAX 0184-74-6178
　 supporters@matsumotomanabu.com

発行

☆入会希望はHPフォーム、
　メール、電話で

https://matsumotomanabu.com

こどもたちの未来のために今できること。
こどもたちがつくる未来につなぐこと。
まちのみらいは、こどものみらい。

○地域の魅力と誇りをこどもたち
　に伝えていくための施策を
○コンセプトは「遊育」、社会や
　地域のことを遊びながら学ぶ

7 ヴィジョンある
公共投資

○ハードからソフト重視へ
　～人材やシステムへの投資
○みらいを見据えた一貫性の
　ある公共投資を

5 暮らしの安心を
実感できるまちに

○子育てから終の暮らしまで、
　安心して暮らせるまちに
○災害や病気のリスクへの備えが
　見えるまちに

4 恵まれた自然と
環境の魅力を発信

○暮らす人が、まちの魅力を実感し、
　発信できるまちに
○鳥海山、そして川、海という、自然
　の恵みを体感できる環境づくり

この10年、マツモトマナブは7月と8月を
鳥海山の山頂で過ごしています。

そこで考えた由利本荘市への思いです。

8 地域の特性を強みに

○バラエティに富んだ由利本荘市
　～中山間部、農村部、沿岸部の
　特性を活かした広域連携を
○生活圏にマッチングした施策を

6 地域経済とまちづくり

○チャレンジできる土壌づくり
　～起業・創業支援の充実
○商工業・農林水産業あらゆる
　分野でのチャレンジを応援

2 まちの未来は
自分たちでつくる

○市民ひとりひとりが市政に
　参加する気持ちをもてるように
○市政に関する情報をひとりひとり
　が受け取りやすく、発しやすく

3 人材を活かすまちに

○市民みんながプレイヤー、
　人材育成の機会とマッチングを
○こどもの学びとともに、
　おとなの学びの機会を「遊育」で

山頂八策
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